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内田 (1985)に よると、コウモリは中国や台湾では非常におめでたい動物とされているが、 日

本ではあまり好感を持たれていない、中・南米では動物の中で最も嫌われているなど、国や地域

によってコウモリに対する人間の感情や好みが非常に異なっているという。

一方、環境庁自然保護局野生生物課 (1991)に よると、絶滅のおそれのある野生動物に種名の

あげられている日本産哺乳類62種 (亜種や地域個体群も含む)の うち、コウモリ類は19種であり、

30.6%も 占める。すなわち、コウモリ類について早急になんらかの保護対策が取 られなければな

らない。そのための資料の一つとして、コウモリ類に対する日本人の意識や感情を明確に知って

おく必要がある。 しかし、実際に日本人が現在コウモリについてどのような意識、感情、あるい

は印象を持っているかという調査や研究は全 く公表されていない。 したがって、日本人のコウモ

リに対 していだいている印象、その印象を持つようになった要因や時期について、およびコウモ

リに関する知識の程度などについてのアンケート調査を試みた。

方法

奈良教育大学において、小学校の教師をめざす学生の必須教科である教科「生活」を受講 して

いる 2年生を中心とする学生に対 して、1995年 4月 に付表 1に示すようなコウモリについて抱い

ている印象やコウモリについての知識に関するアンケー ト調査を行った。

また、同年 5月 に奈良市にある奈良公園を訪れた人の中からアンケー ト回答者を無作為に選出

し、個別に直接口頭で質問する対面調査を実施 した。アンケー トの内容は年齢区分が異なる他は

同じであった。

表 1 奈良公園で試みたアンケー ト調査に回答 した人の年齢構成 (名 )

15-20歳 21-25歳 26--30房l 31-35歳 36--40方晏 41-50歳 51-60歳 61-71歳 合 計

男 性

女 性

4

3

1

6

5

3

2

2

1

6

2

6

4

6

6

0

合 計 7 7 8 4 7 8 6

結果

奈良教育大学学生対象では男子70名、女子134名、合計204名 からアンケー トの回答を得た。な

お、年齢はすべて19歳から22歳 にかけてであった。

奈良公園では、男性25名 、女性32名 、合計57名 に対面調査をした。年齢構成を表 1に示したが、

その構成に特別な偏りは見られなかったといえる。
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以下、アンケート項目にしたがって結果を述べる。

1.コ ウモリに対する全体的印象 (表 2)

学生では「良い」が2.7%、 「悪い」が22.9%、 奈良公園からのでは前者が3.5%、 後者が68.4%

であり、いずれも「良い」は大変少なく、「悪い」が圧倒的に多い。なお、特に良 くも悪 くもな

いというのが、学生では74.4%と 多かったのに対し、奈良公園での回答は28.1%と 特に多くなかっ

た。また、奈良公園で「良い」と答えた人は17歳 と24歳の若者 2名 だけであった。なお、「悪い」

と回答した24歳以下の比較的若い人は8名 (若い人13名 のうちの61.5%)、 それ以外は31名 (そ

れ以外の人44名 中の70.5%)で あった。一方、そのどちらでもないと回答した人のうち若い人は

3名 (23.1%)、 それ以外の人は13名 (29.5%)で あつた。

男女別にみると、コウモリについての全体的印象が「悪い」学生では女性が28.2%に 対 して、

男性では13.0%と 少なかった。また、奈良公園からの回答では、男性56.0%、 女性78.1%と 学生

同様に女性が多かった。

表 2 コウモリに対する全体的印象についての回答結果

学 生 奈 良 公 園

全  体 男  性 女  性 全  体 男  性 女  性

名 割合 (%) 名 割合 (%) 名 割合 (%) 名 割合 (%) 名 割合 (" 名 割合 (m
良  い 14 7 7 1 1

悪  い 22.9 28.2 68.4 78.1

その他 744 Ｏ
Ｏ 28.1 6 18.8

合 計 100.0 100.0 1000 100.0 100.0 100.0

2.コ ウモリに対する具体的印象 (表 3)

学生では「気持ち悪い」(34.3%)と 「怖い」 (31.9%)の選択肢が最 も多 く選ばれ、次いで

「可愛い」(24.0%)と「血を吸う」(22.5%)が多かった。一方、奈良公園では「気持ち悪い」

(52.6%)が 最も多く、次いで「血を吸う」(28.1%)が多く選ばれた。学生で「可愛い」 という

選択肢がやや多く選ばれた他は、コウモリは負の印象をもって見られていることが明確になった。

表 3 コウモリに対する具体的印象の内訳についての回答結果

学 生 奈 良 公 園

選 択 肢 全体
性 別    全体的印象別

全体
性 別    全体的印象別

男性 女性 良 い 悪い その他 男性  女性  良い 悪い その他

可愛い (名 )

(回答者数に対する割合、%)

賢い (名 )

(回答者数に対す結|へ%)

役立つ (名 )

(回答者数に対する割合、%)

怖い (名 )

(回答者数に対す結1急

"気持ち悪い (名 )

(回答者数に対する割合、%)

血を吸う (名 )

(回答者数に対する割合、%)

別に (名 )

(回答者数に対する割合、%)

その他 (名 )

(回答者数に対する割合、%)

49

(24.0)

35

(17.2)

5

(2.5)

65

(31.9)

70

(343)

46

(22.5)

40

(19.6)

29

(14.2)

14     35     10     3     86

(20.0) (26 1) (20.4)  (6.1)  (73.5)

16     19     4      7     24

(22.9) (14.2) (114) (20.0) (68.6)

0 (∴
)(21.0)(2:0)(610)

11     54     1     36     28

(15.7) (40.3)  (1.5)  (55.4) (43 1)

20     50     1     44     25

(28.6)(373)(1.4)(629)(357)
15    31     2     21     23

(21.4)(23.1)(4.3)(45.7)(50.0)

13     27     1      5     34

(18.6)(20.1)(2.5)(12.5)(85.0)

17     12     4      2     23

(24.3)(9.0)(138)(6.9)(79.3)

6

(10.5)

10

(17.5)

2

(3.5)

9

(15.8)

30

(52.6)

16

(28.1)

7

(12.3)

5

(88)

24132
(8.0)(12.5)(1.8)(5.3)(3.5)

(2′0)(116)0(lJl)(品 )

(品)0  0(∴)(∴ )

(1よ0)(116)(1:8)(品)(1:8)

。子の
“
&)0(∴)(∴ )

(41:0)(1『6)(孔)(1よ 8)(∴ )

(4:0)(118)0 (∴ )(孔 )

(品)(品)0(高 )(1:8)

延べ合計 (名 ) 106 233 38     47     4     58     23
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男女間に大きな差がみられるのは、男性学生の「怖い」が15.7%に対 して女性が40.3%と 非常

に多い、さらに奈良公園からのもので「血を吸う」が男性で44.0%に対 して女性が15.6%と 大変

少ないというものである。

3.コ ウモリに対する現在の印象をもつに至った要因 (表 4)

学生では「テレビ・映画など」が50.0%と 最 も多く、次いで32.8%の「実際に見て」、 27.5%の

「本」に続 く。公園においてもこの順序は同じであり、各々47.4%、 33.3%、 17.5%で あった。 ま

た男女別にみても、学生および奈良公園ともこの順序に変わりはなかった。さらに、コウモリに

対 して「良い」印象をもつ学生、「悪い」印象をもつ奈良公園でのアンケー ト回答者においても

その順序は同じであった。 しかし、「悪い」概念をもつ学生では「テレビ・映画など」 (68.3%)

からの影響に次いで、「本」からのものが31.7%と 多く、「実物を見て」は21.7%で 3番目になり、

他における順序とは異なった。

表 4 コウモリについての印象が定まった原因に関する回答結果

学 生 奈 良 公 園

選 択 肢 全体
性 別    全体的印象別

全体
性 別    全体的印象別

男性 女性 良い 悪い その他 男性 女性 良 い 悪い その他

親 (名 )

(回答者数に対する割合、%)

教師 (名 )

(回答者数に対する割合、%)

友人 (名 )

(回答者数に対する割合、%)

本 (絵本)(名 )

(回答者数に対する割合、

"TVO映画等 (名 )

(回答者数に対する割合、%)

実際に見て (名 )

(回答者数に対する割合、%)

その他 (名 )

(回答者数に対する割合、%)

7

(3.4)

2

(10)

4

(2.0)

56

(27.5)

102

(500)

67

(32.8)

16

(7.8)

16025
(1 4)   (4.5)   (0 0)   (3.3)   (3.8)

0。ち)0 0。 1)

(2%)(1:5)0 (117)(∴ )

(2乳 )(爵1)(2よ6)(31%)(虎L)

63Ъ (品)6'D ttЪ α詭)

G仇)湿Ъご
"@IЪ

(乱 )

(出)(;1)0 (孔 )(1乱 )

0

0

10

(17.5)

27

(47.4)

19

(33.3)

2

(35)

00000

00000

00000

46163
(160) (18.8) (50.0) (154) (188)

(4:1)(4:1)0(4&)(5よ 3)

7     12     1     12     6

(28.0)(375)(50.0)(30.8)(375)

ごのごD O♂D0
延べ合計 (名 ) 86 168 78 158 24     34     2     38     18

4.コ ウモリに対する印象をもつようになった時期 (表 5)

学生ではコウモリに対する印象をもつようになった時期で最 も多かったのは68.9%の 5歳か ら

9歳にかけてであり、以下20.3%の 10歳から14歳にかけてであった。一方、奈良公園における調

査では、その時期は小学校低学年の41.5%が最 も多く、次いで高校卒業以後の19.5%、 以下幼稚

表 5 コウモリについての印象が定まった時期についての回答結果

学 生 (名 ) 奈 良 公  園 (名 )

選 択 肢 全体
全体的印象別

選 択 肢 全体
全体的印象

良 い 悪い  その他 良い  悪い  その他

0-4歳
5-9歳

10-14歳

15-19歳

20歳以降

回答なし

４

９４

　

６５

　

３５

１

５

0       2       2

4      47      43

２９

１

５

幼稚園以前

幼 稚 園

小学低学年

小学中高学年

中  学

高  校

それ以降

回答なし

１

６

２４

４

５

１

１５

１

１

　

５

　

５

　

４

　

３

　

１

　

８

　

０

合  計 合  計
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園の12.2%、 小学校中学年と中学校の9.8%と なった。なお、奈良公園で比較的多かった高校卒

業以後という8名 のうち、 4名 (すべて50歳から60歳)は最近「テレビ・映画など」を見て、 2

名は最近「実際に見て」、 1名 は最近「本を読んで」、 1名 は覚えていないということであった。

5。 コウモリを実際に見た経験 (表 6)

実際にコウモリを見たことがある人は学生で75.5%、 公園でも73.7%と 非常に高かった。男女

別では奈良公園での男性が84.0%と 女性の65.6%よ り高かった。学生において男女は78.6%、 73.

9%と差が少なかったが、やはり男性が高かった。 しかし、実際に見たことがあるといっても、

これには動物園などでの経験も含まれているものと思われる。その証拠に、後述する食べ物調査

で、果物を多くの人があげていることからそれが伺われる。一方、テレビでしか見たことがない

人は、学生で24.0%、 奈良公園では21.1%で あった。

コウモリについて「良い」印象をもっている学生のうち、実際にコウモリを見たことがある人

は85。 7%、 テレビでしか見たことがなかった人は14.3%と 両者に大 きな差があった。一方、「悪

い」印象をもっている人で、コウモリを実際に見たことがある人は63.3%、 テレビで しか見たこ

とがなかった人は35.0%と「良い」でみたよりは両者に差が少なかった。 また、「悪い」印象を

もっていると答えた奈良公園において、実際にコウモリを見たことがある人は69.2%だ ったのに

対 して、テレビのみで見た人は23.1%と その差は「良い」と答えた学生における実物を見たとテ
′      表 6 コウモリを見たことの経験の有無に関する回答結果

学 生 奈 良 公 園

選 択 肢 全体
性 別    全体的印象別

全体
性 別    全体的印象別

男性 女性 良 い 悪い その他 男性 女性 良 い 悪い その他

実際に見た (名 )

(割合、%)
テレビや本で (名 )

(割合、%)

名前だけ (名 )

(割合、%)

全然知 らない (名 )

(割合、%)
回答なし (名 )

(割合、%)

154

(75.5)

49

(24.0)

1

(0.5)

0

0

55     99     12     38    104

(78.6) (73.9) (857) (633) (80.0)

14     35     2     21     26

(20.0)(261)(143)(350)(20.0)

。L)0 0G≒)0
00000

00000

42

(737)

12

(211)

1

(1.8)

0

2

(35)

21     21

(84.0)(65.6)

3      9

(12.0)(28.1)

0ごD

0       0

1        1

(40)(31)

2     27

C00.0(692)

0。 lD

Oご
①

0      0

0♂D

13

(81 3)

3

(188)

0

0

0

合計 (名 )
”
仕

ｎ
υ 70

０
０

И
仕

′
υ

（
υ

０
０

ワ
ー 25    32    2 39 16

レビのみの差ほど大きくなかった。

6.科学的に書かれた本の読書経験 (表 7)

科学的に書かれたコウモリに関する本を読んだことがある人は、学生で14.2%と 少なく、奈良

公園におけるものでは1.8%と さらに少なかった。科学書を読んだ学生のうち、 コウモ リについ

表 7 コウモリについて科学的に書かれた本の読書経験の有無に関する回答結果

学 生 (名 ) 奈 良 公 園 (名 )

選 択 肢 全体
全 体 的 印 象 別

全体
全 体 的 印 象

良い   悪い  その他 良い   悪い  その他

読んだ (名 )

(割合、%)

無 し (名 )

(割合、%)

回答なし (名 )

(割合、%)

29

(14.2)

174

(853)

1

(0.5)

3         2        24

(21.4) (33) (185)
10        58       106

(71.4) (96.7) (81.5)

〆D 0 0

1

(1.8)

53

(93.0)

3

(5.3)

0 ご。 0
2         36        15

(1000)    (923)    (93.8)

0 ピD ごの
合  計 14

20



て「良い」概念をもっている人と「悪い」概念をもっている人で差は認められなかった。

7.コ ウモリについての知識 (表 8、 9)
コウモリは哺乳類の仲間であると正 しく認識 している人 (表 8)は、学生で91.7%と 非常に高

かったのに対 して、奈良公園でのそれは73.7%と 低かった。なお、鳥、および爬虫類 と答えた人

は奈良公園で各々10.5%で あった。一方、学生ではそれよりかなり低いが、それでも各々2.5%、

2.9%も いた。

表 8 コウモリの仲間に関する知識についての回答結果

(名 )生学 良 公  園 (名 )奈

選 択 肢 全体
全 体 的 印 象 別

全体
全 体 的 印 象

悪い  その他良 い 悪い  その他良 い

哺乳類 (名 )

割合 (%)

鳥・哺乳類 *1(名 )

割合 (%)

鳥類 (名 )

割合 (%)

爬虫類 (名 )

割合 (%)

両生類 (名 )

割合 (%)

昆虫類 (名 )

割合 (%)

その他 (名 )

割合 (%)

回答なし (名 )

割合 (%)

187

(91 7)

1

(05)

5

(2.5)

6

(2.9)

2

(10)

0

0

3

(15)

14        56       117

(100.0) (93.3) (90.0)

0 0 ごめ
0 。し)♂D

O 。1)♂D

O 。し)どの
0         0         0

0         0         0

0   0  (∴
)

42

(73.7)

0

6

(10.5)

6

(105)

1

(18)

0

1

(18)

1

(18)

27        13

(692)    (81.3)

0         0

どの 0
3         3

(7.7) (18.8)

ご っ  0

0         0

ごっ 0
ごっ 0

2

(1000)

0

0

0

△
計

*1:鳥 と哺乳類の両者を選択

表 9 コウモリの食性についての知識調査の回答結果

生 (名 )学 良 公  園 (名 )奈

選 択 肢 全体
全 体 的 印 象 別

全体
全 体 的 印 象

良 い 悪い  その他 悪い  その他良い

昆虫 (名 )

(回答者数に対する割合、%)

果物 (名 )

(回答者数に対する割合、%)

木の葉 (名 )

(回答者数に対する割合、%)

木の実 (名 )

(回答者数に対する割合、%)

花の蜜 (名 )

(回答者数に対する割合、%)

血液 (名 )

(回答者数に対する割合、%)

小動物 (名 )

(回答者数に対する割合、%)

その他 (名 )

(回答者数に対する割合、%)

135

(662)

61

(29,9)

26

(6.9)

72

(35.3)

16

(7.8)

15

(7.4)

45

(22.1)

1

(05)

11        33        91

(78.6) (550) (70.0)
6         11        44

(429) (183) (33.8)

0 (2:1)(1乱
)

5        17        50

(357)    (28.3)    (385)

2         5         9

(143)     (83)     (6.9)

0  (∴
) (;う )

1         16        28

(71) (26.7) (21.5)

0        0      (018)

45

(78.9)

9

(158)

3

(53)

12

(211)

0

8

(140)

6

(105)

2

(50.0)

1         32        12

(500)    (82 1)    (750)

0 ごの ご①
O         (7'7)         0

0      (215)    (210)

0         0         0

1          5          2

(500) (12.3) (125)

0 。,の どの

ct)1  0
合計 (名 )



コウモリの食べ物についての知識調査の結果を表 9に示す。「昆虫」 と答えた人は学生で66.2

%、 奈良公園で78.9%と 最 も高かった。学生では次いで、「木の実」(35.3%)、 「果物」 (29.9%)、

「小動物」(22.1%)と なり、選択肢の残り「花の蜜」、「血液」、「葉」では6.9%か ら7.8%で あっ

た。奈良公園での結果は、「木の実」(21.1%)、 「果物」(15,8%)、 「血液」 (14.0%)と 続 き、学

生とはやや異なる。この質問項目は「日本にすむ数多 くのコウモリは何を食べていると思います

か」ということで、正解は「昆虫」だけである。この回答は多かったとはいえ、誤った知識 もか

なりあった。また、この中で「果物」との回答が多かったが、これは動物園で飼育が可能なコウ

モリは果物を食べるコウモリのみであり、動物園での観察の影響を受けたものと思われる。

まとめと考察

コウモリについての全体的印象は良 くない人が非常に多 く、女性でこの傾向が強かった、とい

うことが想像ではなく、事実として確認された。また、悪い印象をもっている人は学生よりも、

奈良公園の人が圧倒的に多かった。これは、良い印象をもった人の比率は両者ではほとんど差が

なかったことから、学生では印象がまだ定まっていないことに因るものと思われる。一方、奈良

公園における調査では若い人とそうでない人の間で選択傾向にそれほど差がなかったことから、

学生に「良い悪いのどちらでもない」が多かったことは以下のように考えられる。すなわち、今

後に種々の影響によりその印象が固まっていくのか、あるいは教育学部で小学校の教師になろう

としている学生は一般的な人たちよりその考えが異なるのかのどちらかであると思われるが、今

回の資料のみから結論は出すことが不可能であろう。

コウモリについての具体的印象については、いずれもコウモリに対 して「気持ち悪い」の印象

をもっとも多くいだいており、次いで「血を吸う」という印象をもっているが、学生については

「可愛い」という印象が 2番目に多かった。 しかし、この「可愛い」が選ばれた数 とコウモ リに

ついての「良い」という回答者数の間に3.5倍 とかなりの差があったことは、「可愛い」 という印

象だけからコウモリについての全体的印象が決定されるものではないことを示唆するものと思わ

れる。

一方、女性だけをみると学生では圧倒的に「怖い」が多いのに対 して、奈良公園では「気持ち

悪い」が過半数以上と多かった。男性だけでは学生にはどの具体的印象が多く選ばれたかという

顕著な傾向は少なく、奈良公園では「血を吸う」がかなり多かったが、この傾向についても推測

ができないし、また、男性に「血を吸う」という印象をもった人がなぜ多かったのかについても

不明である。

上記の印象をもつに至った要因の中で「血を吸う」の印象が想像どおり多かったことについて

は、やはリテレビや映画の人に与える影響は強く、本でもかなりの影響を受けていることが伺わ

れる。これは映画、小説やテレビドラマの中では、コウモリの本当の姿ではなく、 ドラキュラや

バンパイアから想像されるような概念でコウモリを登場させていることに因るものと想像される。

一方「実際に見て」というのも多かったことに対 しては、理解に苦 しむ。おそらく予備知識を全

くもつことなしに観察する機会をもったのではなく、何らかの予備知識をもった後で実物を見た

ことに因ると想像する以外にここでは考えられない。

コウモリについての印象が定まった時期は、小学校低学年が非常に多かったが、年をとってか

らテレビや映画を見てという人もおり、これらの影響の強さが再確認される。

コウモリの姿を実際に見たことがある人が 4分の 3と想像以上に多かったが、前述 したように

野外で自然の姿のコウモリではなく、動物園での経験もかなり含んでいると思われる。また、実

際にコウモリを見たことがある人の方が、「良い」印象をもっている割合が高いという今回の結

果は、実際にコウモリを見ることはコウモリについての「良い」印象をもつことに正の相関があ
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ることを示唆したものといえよう。

コウモ リについて科学的に書かれた本を読んだ人は非常に少なかった。これはこのような本が

内田 (1985)や前田 (1990a)な どがあるのみで、大変少ないことを反映していると思われるが、

それでも学生は14.2%も コウモリについての科学書を読んでいた。日本ではコウモリについての

研究者はきわめて少なく、したがってこれまでの研究成果も多くないが、 しかしそれでもその研

究成果をも、まえたコウモリについての一般向けの本を出版する努力をすべきであろう。

都市部の周辺部や人家周辺にもアブラコウモリは生息 しており、比較的身近な存在である (前

田、1990b)に も関わらず、コウモリが哺乳動物でないと思っている人が少ないなが ら存在する

が、幸いなことに学生では非常に少ないことが救いとなろう。

食性の知識調査では正解の「昆虫」はあまり多くなかった。これは世界中の大多数のコウモリ

が昆虫を餌にしているにもかかわらず、夜に飛翔 している昆虫を捕まえて食べるという映像を撮

影するのが極めて困難なこと、一方、果実、花の蜜、血液を餌にしている映像は比較的簡単に撮

れることにより、一般的に流れる映像が一部の特殊な種に偏っていることに起因しているもので

あろう。すなわち、私たちの身近にも小さな昆虫を餌にする前述のアブラヨウモリが生息 してい

るわけであるが、それらよりも映像からの影響の方をしぜんに強く受けてしまうという結果と想

像される。
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付表 1 奈良教育大学学生に対して行ったアンケートの用紙

コ ウ モ リに 関 す る ア ンケ ー ト

課程     専攻  年 齢 (  歳) 性 別 (男 ・ 女 )

1.あ たなはコウモリに対 してどのようなイメージをもっていますか。

(あ)良いイメージ  (い )悪いイメージ  (う )どちらももっていない

2。 次の中にあなたがコウモリに対 してもっているイメージにあうものがあれば、丸を

つけてください (複数回答可)。

(あ)かわいい  (い )こ わい  (う )賢い  (え )役に立つ  (お)気持ち悪い

(か)血を吸う (き )男 1に いてもいなくてもよい  (け )そ の他 (      )

3。 そのイメージは誰によって、または何によってもつようになりましたか。

(あ )親  (い)教師  (う )友人  (え) 本 (絵本) (お )テ レビ・映画など

(か)実際に見て  (き )そ の他 (           )

4。 そのイメージはいつ頃からもつようになりましたか。

(あ)0-4歳  (い )5-9歳  (う )10-14歳  (え)15-19歳  (お )20歳以降

5.次の中から当てはまるものに丸をつけて下さい。

あなたはヨウモリを

(あ )実際に見たことがある (い)テ レビや本で見たことがある

(う )見たことはないが名前だけは知っている (え)見たことも聞いたこともない

6。 あなたは今までにコウモリについて科学的に書かれた本を読んだことがありますか

(子 ども向けでもよい)。

(あ)はい    (い)い いえ

7.コ ウモリは何類に属すると思いますか。

(あ)鳥類  (い)哺乳類  (う )爬虫類  (え)両生類  (お)昆虫類

(か)そ の他 (        )

8。 日本にすむ数多くのコウモリは何を食べていると思いますか (複数回答可)。

(あ)木の葉  (い)果物  (う )木の実  (え)血液  (お)昆虫

(か)花の蜜  (き )ノ |ヽ動物 (ネ ズミなど) (く )そ の他 (      )
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